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1) Ta、明εY.R. H.， The Agrari即日匂，bLem田 theSl江 teenthCentutでy，p.25， Table 1 tこ
部加工して作成。なお原表の史料的根拠と限界についてはJ cf. ibid.， A即時ndixI 












43人6 〔92(%0)〉 1人2 〔2〈%5) 人 (%) 47人4(1DO(%O〕〉ノーサソパヲソド ( 6) 
ランカ γ ァ(7)，Cockersand 217 (16.9) 451 (35.2) 334 (26.0) 278 (21.7) 1，280 (1叩 0)
修道院i嗣
計 243 (13.8) 887 (50.5) 346 (19.4) 278 (15.0) 1，780 (100.0) 
スタ 7 T r、ンア ( 6) 44 (12.3) 272 (76.1) 23 (6.5)， 17 (4.8) 356 (100.0) 
レコ<タ ジァ ( 9) 134 (21.7) 311 (50.3) 124 (20.1i 49 (7.9) 618 (100.0】
ノ一千 γプタンシァ ( 7) 100 (18.8) 355 (66.9) 66 (12.4) 10 (1.9) 531 (100.0) 
計 278 (18.1) 938 (62.3) 213 (14.2) 76 (5.0) 1，505 (1日0.0)
ノ ーフ ア ク (25) 316 (31.0) 596 (58.9) 53 (5.2) 50 (4.9) 1，011 (100.0) 
+ フ プ イフ (14) 176 (49.9) 146 (41.8) 25 (7.1) 6 (1.7) 353 (100.0) 
計 492 (36.0) 742 (54.3) 78 (5.7) 56 (4.1) 1，304 (l凹0)
事イノ"卜ツ 7，サマクト， (均 149 (13.5) 817 (74.1) 136 (12.4) 1，102 (100.0) ーヴ、ンシ7
ハ y 7Q ンア ( 2) 8 (3.1) 251 (96.9) 259 (100.0) 
その他南部 (10) 43 (19.6) 158 (72.2) 12 (5.5) 6 (2.7) 219 (100.0) 
言十 200 (12.6) 1，227 (77.2) 148 (9.3) 6 (0.3) 1，580 (100.0) 





















2) Ibid.， p.26. なお 162&年の Rochdaleマナの保有態様のわかる農民数は612人で，これだけ
で表不のランヵ、/ア 7 マナ申農民総数の48~色を占めている。その内訳は〈出d.， p. 284)，回由土





人 (40.9%入 ノ サンパランドとは大きなへただりがあるようであるq しかL疑問は疑問とし
て一応ト ニー申結論にしたがってお〈。
3) Ibid.， p. 26; cf. p. 190 
4) 費山の2つのマfとは.Cz-ondalおよび SuttOIlWa.rblingtonで，典拠はいずれも Baigent，
E. J.， ed.， -Crondal Records， 1890. Part 1である (Tawney，opαι.Appen占ixH， p.'424.)。
同じ典拠によった横塚論文(，一六世紀イギリスの農民層分解J'史学雑誌』第67嗣第l号〕によ






りである。ただその際ト ユ は，自由土地保有農でかつ謄本上地探有農の2人を. ~~べつに帰
属させているのだが，問題は. 259 (100%) 自由土地理有農8(3.1枯L慣習土地保有農251
(96.9%)としているこニとである.ζれはもちろん159(100首)一一-8(5.0%)， 151 (%.0%) 
のあやまりである。表のいちばん下の計および総計の欄は，これによって修正が必要である.も
っとも表D基本的傾向には変りはない.
5) Tawney， op. cit.， p. 26 



































45.5%であるロこれを中核として，恐らく 1-2ェー カ をもっ相当多数甲小屋住農をはじめ，
多様な保有者がおり，異質性もかなりのものである.ただそ札らが.ほぼ標準単位の倍数で構成











部137;ク ?:jl 百十ノー サ『ソ"ヲソドウィノレト VT 〉(10)サマシト レスタシァ (3)1 (9) (43) 
人 00 96 人3 20 % 1人310.7% 2人3 64 96 5人2139% 9人1 8.3 ラ6小屋住
5エーカー以下 11 11.5 12 7.9 23 18.9 85 23.7 117 31.3 248 22.5 
5一一一10 2 2.1 12 7.9 6 4.9 52 14.5 64 18.4 141 12.8 
10--20 
20一一30 13 13.5 43 28.3 8 6.6 38 10.6 33 8.9 135 12.2 
80.2 71.2 18148 48.4 42.7 31.6 46.7 
30-一 45 50 52.1 36 23.7 3ヨ 9.2 18 4Jl 155 14.1 
45-60 10 10.4 14 9.2 22 18.0 22 6.1 13 3.5 81 7.4 
60---80 5 5.2 12 7.9 13 10.7 21 5.9 8 2.1 59 5.1 
80一一一10日 1 1.0 5 3.3 6 4.9 11 3.1 3 0.8 26 2.4 
10日以上 0.0 。 2 1.6 13 3.6 7 1.9 22 2.0 
五十 96 100.0 152 100.0 122 100.0 358 100.0 374 100.0 1102 100.0 
第20衰




が lつあって， これを別にすれば. 10エーカー以下り保有者は9マナでたった
の 3λであり，他方60エーカー以上の保有者はわずかに 6人 100~-ーカーを
超えるものはひとりもいなし、。概して1(l)，_ i非商業的・非工業的な北部辺境の








ナでは，半ヴアギツトが12ェー ヵ ，ヴァギットが23=ーノJーであった CPembrokcSl{t~eys; 
Tawney， op. cit.， p. 74')0 1452年のサリの Maldenマナでは 16エ カーが標準規模であっ
た (Mert四 Documents;Tawney， op. cit.， p. 68')0 1556年のスタブアドシアり Bartonマ
ナでは.24ェーカ←が1ヴァギッ?でかつ標準規模であった (R.O. Rentals and Surveys， Gen 
Ser.， Portf. 19， No. 7， f.79-87; Tawney， op. cit.， p. 67.)， 等々 . トーニーによれば.13世
紀に. 1ヴアギットは，ほぽ25ェー ヵ から40エー カー 2分の1ヴアギツトは.12エーカーか
ら15ェ ヵー程度であったようである Cibid，pp. 61-62.)。ζζではよれを一応白目安としてい
る。
9) lbid.. p. 63 
10) Ibid.， p. 64 





マナによって30ェー カ から45ェー カ までの違いはあるが，同じマナで遭うことはめったにな
い。Jr北部には， ある経務的平等のようなもの，一定の標準面積の土地をもっテナントの各群
からなるある固定長置りようなもりか存在しているが，そもそもこラしたものは，およそ中世の
横地記録でまず印車づけられるもりり 1つである。JIuid_. PP.' 64， 66 





























15) lbid.， pp. 51 f と〈に pp.64-71. QJ個別マナにかんする畳富な例証を見られたい.























16) lbid.， p.259， Table XII 

























のなかには， 10ェ カーから20エーカー 7件， 20エーカーから25エーカー 2件，
50エーカー以上2件といった|かなりの規模」の土地をも含んでいるのであっ
て，概し(， I異慣に活発な土地市場」を示した15世紀初践と比べて，件数こ
19) lbid.， p. 72 
20) Davenport， The E，由加のucDevelopm帥 tof a Nodolk i¥品noηAppe泊dixXII: Number 。fConveyances Annually 
21) lbid.， p.79， n.2.および AppendixXIIより作成。たお，ここで売買とは，貨幣による対

























































22) Ib拭.p. 85 and Appendix VI 工andholdersin Forncett vill and Tenants of Fornceu 
Manor， 1565マナ内総面積ととくに断ったのは，同マナの175人がフォーンセァト村内。他のマ
ナに保有する土地2，046エー カー の存在を考慮したためであるロ
23) Tupling， G. H.， The E回.nom.ic正面的叩 ifRoss.四血le:Rernains Histurical and Lit巳
四 ryconnected with the Palatine Counties of Lancaster and Chester， Chetham Society， 
Vol.86 NewSeri田， Manchester， 1927， Appendix H より抽出作成@原表には，物件の詳細，
売り手と買い手の氏名が記されている o Gartsicleについては.ibid.， pp. 53， 56.をも見よ。ま
26 (142) 第 123巻第3号
第23表 F. Gartsideの土地取引 (ロッセyテ'ーノレ〕
No 〔謄物本保有地件代〉 取得年〔価格〕 譲渡(還付〕年
1 〈荒蕪s地1ルd ド〕 1547 (llO) 
2 2 。 1548 (l 9) 
3 1 9を 1549 
4 (49且ーカー〕 1549 
4 1556 
7 l 1557 
8 3 4 1557 1557 
4 o 1557 1558 (一部)
11 3 1558 1572 
12 4 1559 1564 
14 
15 1， 1561 1569 (一部)
15 3 。(め 1557 1567 
16 2 1 1557 1567 
性記 FrancisGartsideの土地保有 (1579年)
土地 59ェヵ リル ド，家敷 3.小屋1. その他の建物.
うち，土地5エカ 3ル ド，家昼 2.小屋1を3名に貸し出し.









た同じ Accringtonマナの農民 JohnNuttaUの土地取引の詳細が AppendixG に掲げられ
ている@ロッセシデールでの農民間土地市場の情況は ibid.，pp. 70 f に〈わしc、.





















24) Holdsworth， An His匂 ηcal11ltroduct:臼nto the Land Law， pp. 118-119 
25) Ta、四ey，ot. cit.， p.78. 
26) 農民間士地譲渡の観点から見たマナ体制村落共同位ー士地保有および賦役白関連について
cf. ibid.. pp. 75-80. 1例を挙げてお乙う。 1282年にクロンタルーマナの農叡 RichardWisclom 
が土地保有を放棄し， 桂者は10人の農担によって分けら札た。 その記掃は， たとえばこうであ
る。 fHughSweynは.領主に15へソスを納めることにより. Richard Wisdomりもとの保
有地のうち 2エー カー 2分の 1の耕地を保有しうるものとする. 賦役にかんする保託人は，
Gilbert Sweynならひ'に RogerCarterであるoJ 0問m品lRecords， pp. 152-153， Court 
Roll of 1282， quot吋 inTawey， ot. cit.， p.79. n. 2最後のl句が重要である.
27) iわれわれの自にする多く四1件記録から見てまずまちがいないのは，買い手なり借り手むり
¥ 
























大ていいつも，認可が与えられている，ということであるoJlbid.. p. 85 ト ユ はここに，
「土地が持ち手をかえるばあい『県証人 sureties.!]として2名の名前を記載することの意味はこ
れである」と注記し口、る。
謁) Ibid.， p.86 なお n.2にヲ|かれたHasbachOJ所見 (AHisto叩 ofEnglish Agηadtural 
Lab山間行 pp.72-73)をも書照@
29) Ta叩 ey，o.ρ cit.， p. 85 and n. 1. 
慣習時有地における!日体系の壊頑と土地私有代の傾斜 (145) 29 
もその軽減への，農民の側からのつよい庄力として，現われてこざるをえなか








更改料は 1年分の地代を超えない。 r第 B条。謄本土地保有農は，保有地
主3年間領主の許可な Lに譲渡してよく，領主はそれにたし、してなにも取得














30) MSS. Court Rolls of the恥Ianorof且.lShey，quoted in Tawney， op.ロ't.pp. 126-128よ
り抜粋.
30 (146) 第 123巻第3号
の，権1日j次元でのぎりぎりの対決点が，ど ζにしぼられていっていたか， こう
した点を，如実に示している好個の包括的な 1例は， 16世犯の中葉から17世紀
の初頭にかけての， レスタ γ ァのウィグスタ γにおける，土地諸関係の変遷を
めぐる情況である""。少し〈詳細に立ちいることで必要な論点の検証をこころ
みておおう o





カのうち， 711エカが Turvilcマナ(県内 Normanton在 Turvile家所
領)， 1，040エーカーが Oxfordマナ(オグスファド伯 Vere家旧所領〕に属
L.これらの計1，751エーカー(総面積の59.5%) はすべて， 旧木領地 berry
landと旧農奴保有地 bondland とからなる謄本保有地であった。のとりの
うち927エーカー(総面積の31.6%)が，農民自由保有地であり， 173エーカー





31) Cf. Hoski田.W. G.， The Midland Peasant: the E出 lOmiCand Sodal R凶 0叩 ofa
Leicestershire Village， Lond叩_， 1957 ウィグy、タ γについては，飯沼二郎ー 富岡次郎「資本
主義成立の研究』未来社， 19田年，第3章に「自治的村落共同体」成立の事例としての紹介があ
る。また堀江英一編「イギリ λ卒命の研究』青木書庖.1962年，式暢夫稿第2章4のE参帯"
32) H白山田，0.ρcit.，Introducti咽，垣i.p. 86. 
33) 108匠Fの住民構成は，農奴32戸，自由人3刀ヨ(ツ クマン31，ナイトおよびフレンチマソ6)， 
家内奉公人または'J屋住12人であり.村内の土地の40拡が自由保有地であった。 11ηd.，p. 29 
34) lbid.， p.62. 
35) Ibid.， pp. 96. 98. 110-111 
36) ウィグスタ γ白住民数は.1524年に67戸. 156~年に80戸， 160~年に 130ないし140戸と推t定され
てLる(ibid.，pp. 143-144， 171.¥.うち土地保有農民がどれだけであったかの確定は，むつかし









とりわけ1570年代から土地市場の「爆発的活況 a remarkable outbUTstJ が
見られ，市民草命の勃発まで衰えることなく続いている'"。実際，オミスキ Y ズ
い.ホスキンズは，各種目史料から推定して.17世紀初めD自由土地保有農として21戸の姓を挙
げている白bid.，pp. 111-112よ 他方， 1586年の Turvileマナ叩購入者中10人は，謄本土地保
有農であったようである白面dリ pp.101-102.)固 また， 1588年Q)Oxfordマナでの訴訟に参加
Lた31人全員が謄本土地保有農であーった Cilri.ιp.104.)から，これらやすべて戸主とみなして
単純合計すれば.1580年代の謄本土地保有農は， 41戸ということになる。さらに. 1606年の Ox.








E恒国bethとの結婚によって， ウイノレトシアのSirJohn Danv町 '8of Daunts可の手に渡り，
1585年に，同人が他の一半を Wing:field家より買収して. 1C年間2分されていたマナを統一し
全体の領主となった。 lbid.，pp. 102-103. 
39) 1570年代以降白土地市場り「爆発品活祝」の一端は，第24表(品拭，即 116.より作屈むによ
第24表土地取引(ウイグスタ γ〉

































こうしたなかで，変化の第2段が生じた。 1586年に Turvi1e マナの領主
Sir Henry Turvileが， 16世紀後半に領主的諸層の一半をとらえていた窮迫
に加えて， この「したたかな」農民を相手に「中世的水準の慣習地代 custom
ary mediaval rents を上げることも， もっとうま味のある定期借地 more 
p四五tableleaseholdに切り換えることも不可能」なまま，領主権の放棄を決




40) Ibid.， pp. 9. 104 
41) P. R. O. Chanε.ery P四ceedin田 .S町田 I，1558戸79，guoted in H岨kむ18，a.ρat.， p.104， 
n.2. 
42) Ibt"d.， p. 98-99 





Turvile マナの崩壊からこえて翌1588年にははや〈も Oxford マナの謄
本土地保有農31人全員が 8人の代表を選んで， 1585年に7 ナの全体をわがも
のにしたばかりの領主 SirHenry Danvers とその妻を，慣習無視のかどで，
大法官府裁判所に告訴するに至った仙。訴状と訴答に窺われる双方の主張はこ
うである45)。
》農民の主張< (1) ウィグスタ Yの慣習によれば，謄本土地保有農の保
有態様は，定額保有更改料っき相続謄本土地保有権じopyholdof inherit-
ance with fixed entry五ne である。旧農奴保有地・旧本領地ともi記憶
を絶した往時より，マナ裁判所記録の謄本により保有されてきたo (2) 保有
更改料は年地代の4分の 1，地代は， 1ヤードヲンド当り，旧農奴保有地で





おいてさえ相続単純封土権 anestate of inheritance in fee simpleをも
もたず，生涯権 anes ta te for one life をもつにすぎない。 (2) 保有更改
43) 購入者の一覧は，il試， p. 101-102， Purchasers of Turvile lands in Wigston， 1586-7 に
与えられ口、る o 16.人中各自120ェー ヵ を入手した上位2人と.70= カ を共同購入した2
人白うちのl人との計3人が，こり年または数年前に入村した「新来者」であった。自由土地保
有農は3人〔回ェ ヵー 購入2人， 20エー カー 購入1人)である。 r隈剖エ カー とし寸販売単
位は，当然それに手のととかなかったかなりの数の下層農民を切りすて，代って「新来者」の参
入があったものと思われるが，詳細は不明である.
44) Cho.'nce門 Pmceed暗 S 師 theReign of Elizabeth. f(P. R. Q. c. 2jW. 12/no， 60.) 
quoted in H田 ki田 ，O.ρcit.， p.104. 
45) Ibid.， pp. 105-106 より要的。




























47) Ibid.， p.107 

























48) l仇瓦.p. 106 
49) Ib低.p. 106 
50) Ibid.， p. 108 
36 (152) 第123巻第3号
いく底流であったことをぬきにしては， 18年後に訪れたウィグスタンの土地諸
関係の変化の終幕について語ることはできない。 1606年に Oxford マナも
また Turvileマナのあとを追うに至ったのである。この年7月，領主 Henry，
Lord Danvers of Dauntsey と，在村の謄本土地保有農たちとのあいだで，
後者が「その謄本保有農地・小屋ならびに水曹の，相続権をふくむ自由土地保









51) Ib剖.p. 108 
52) 購入者および借地権を揮障されたものり 覧は，泊id.，pp. 113 114に与えられている。受託 ¥ 
人のl人 WalterChamberlainは，購入に参加していない" Chamberlain家は， 1525年の臨 l 
時課税でも村内最高額を負担しており (ib拭.p. 143.)，共同体目指導的地位にあったものと思
われる。 いま1人 ThornasLawはジヱントルマソで，謄本保有地白保有者でもあったもりと
推定される。 同人四名は購入書名簿に見えないが， 2ヤードランドを購入している William
Lawは，その直接白系累であったと見てよい。 1ヤ ドランドは32エ 3と であった (ib剖， p
109， n.1)から，購入額の最高は104エーカー1人，他は80ェーカから最低8エ カ までで
ある@非購入の7人に借地植が受話人によって保障きれたこと.+お生担当による信用措置が構ぜ





















































の目からは，それを， I宣誓にも土づ〈申告最高年価値 themaxirnum sworn 






55) Turvi.leマナの売却の際の捺印曳約令状也ewrit of cove回目には，叙上の通り「最高年価
値0.>20倍」となっている。もっとも，挙げられている金額は，面積に関原なく一律1人当り40ポ
ンドという恒空の数字であって (ibid.，p. 99， n.2.)，この点 Oxfordマナでも同じく40ボンド




約1.5クォー タとすれば (LordBeveridge，‘The Yield and Price of Corn in the Middle 
Ages'， in Carus-WiIson， E. M. ed.， Essays帥 EιvnO'lItIc1:品 tory，1954， p.19.)， 三国制
下で約1クオ->， その価格を田-30ジリングとすれば (Tawney，The Agrarian Proble?肌
p， 198， Tahle VII， and Kerridge， E.， . The Movement of Rent， 1540-1640'， l!.'co. H. R.. 
5，回ndSer由.Vol. VI， No. 1. p. 28， Table IV.)年収穫価額1-1.5ポンドで，右の売価は
その 3-4年分に相当する，農民に左って容易なら白価格であったことは，当該地を拡当とする
購入¢例が見られることからも窺われる (H曲恒国.ot.口t.，p. 109ふ



























40 (156) 第 123巻第3号
右の第1，2点に特徴づけられるそうした土地所有諸関係の内部に展開されつ
つある農業のプルジョア的発展である。
